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寧
一
光
盟
の
新
法
か
ら
北
宋
末
期
滋
京
の
通
商
取
法
に
至
る
ま
で
の
問
題
貼
に
も

幅削
れ
る
。

超
紀
彬
氏
の
近
業
を
め
ぐ

っ
て

倉

芳

批
林
批
孔
辺
助
が
高
ま
っ
て
以
後
、
組
紀
彬
氏
は
『
附
於
孔
子
談
少
正
卯
問

題
』
(
一
九
七
三
年
九
月
〉
、
『
論
語
新
探
』
(
第
三
版
、
一
九
七
六
年
三
月
)

な
と
で
、
相
由
来
の
文
字
削
学
訓
話
祭
の
成
果
を
細
密
に
利
用
し
つ
つ
、
春
私
過
渡

期
に
お
け
る
孔
子
の
言
説
の
意
味
づ
け
に
大
脳
な
論
定
を
加
え
る
と
い
う
特
異

な
り
風
を
展
開
し
て
い
る
。
乙
う
い
う
組
氏
の
よ
う
な
翠
風
を
、
わ
れ
わ
れ
は

中
園
与
術
史
の
流
れ
の
中
で
ど
う
受
け
止
め
に
ら
よ
い
の
か
。
感
舎
の
研
究
報

告
の
髄
は
成
さ
ぬ
と
思
う
が
、

ζ

の
機
ん
習
に
諸
賢
の
お
教
え
を
請
い
た
い
。

ク
シ
ャ
ン
王
朝
と
ガ
ン
ダ

l
ラ
美
術

谷

出
T，

A
qa
 

最
近
、
ア
フ
カ
ニ
ス
タ
ン
の
西
北
部
、
ア
ム
河
岸
で
ア
イ

・
ハ
ヌ
ム
と
よ
ば

れ
る
ギ
リ
シ
ア
人
都
市
祉
が
愛
見
さ
れ
た
。
目
下
、
フ
ラ
ン
ス
調
査
闘
の
手
で

設
掘
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第
一

l
四
次
(
一
九
六
五
|
一
九
六
八
)

の
調
査
報
告
が

h
t
同』
h
a
s
h
w
s
h

(
玄
ロ
〉
司
、f
vハ
}
ハ
ア
勺
R
U
H由
吋

ω〉
と

彦

し
て
出
版
さ
れ
、
ま
た
年
次
報
告
も

の

o
ヨ
ヌ
2

3
ロ
ι
E
r
F・〉
2
t

E
E
L
E
E
R
ユ
恒
三
O

口
同
に
逐
一
設
表
せ
ら
れ
、
興
味
ぶ
か
い
成
果
が
う
か

が
え
る
。

遺
跡
の
規
模
は
、
東
西
、
H

・
2
p
u、
南
北
。
・∞
同
日
の
卒
地
(
下
市
)
と
、

小
高
い
丘
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス

(上
市
)
と
か
ら
な
り
、
卒
地
に
は
官
街
ふ
う
の
大

き
な
建
物
、
腐
、
紳
殿
を
中
心
に
、
周
迭
に
字
国
形
劇
場
、
競
走
場
、
健
育

館
、
邸
宅
な
ど
が
あ
り
、
コ
リ

ン
ト
式
石
柱
、

屋
根
瓦
、
大
小
の
彫
塑
、
貨

幣
、
ギ
リ
シ
ア
語
碑
文
は
ど
は
み
な
真
正
ギ
リ
シ
ア
人
の
生
活
を
も
の
が
に

叩

hv

。こ
の
都
市
の
創
建
に

つ
い
て
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
が
ア
ジ
ア
遠
征
中
に
た

て

に

〉
-oHω
ロ
e
z
o
u己陶口同
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
セ
レ
ウ
コ

ス
一
世
の

時
代
と
す
る
か
、
各
説
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
∞
・
の
・

ω
c
c
年
以
前
の

創
設
で
、
し
か
も
そ
の
主
人
公
が
キ
ネ
ア
ス

穴
5
2
M
と
い
う
テ
ッ
サ
リ
ア

出
身
の
ギ
リ
シ
ア
人
で
あ

っ
た
乙
と
も
碑
文
か
ら
推
定
さ
れ
て
い
る。

ζ

ζ

で
私
が
削
附
心
を
い
だ
く
の
は
、
こ
の
ギ
リ
シ
ア
人
都
市
が
い
っ
、
ど
の

よ
う
に
し
て
滅
ん
で
い
っ
た
か
。
中
園
史
書
の
大
夏
を
征
服
し
た
と
い
う
大
月

氏
と
の
闘
係
、
あ
る
い
は
ク
シ
ャ
ン
王
朝
、
さ
ら
に
は
乙
の
ギ
リ
シ

ア
文
化
と

ガ
ン
タ
l
ラ
例
数
美
術
と
の
閥
係
で
あ
る
。
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男

吐
蕃
占
領
初
期
の
敦
健
文
献
に
つ
い
て

土

目巴

義

手口

敦
爆
出
土
の
漢
文
文
献
は
、
吐
蕃
が
敦
燥
を
占
領
し
た
七
八
七
年
(
別
設
に



七
八
一
年
)
を
境
と
し
て
、
そ
れ
以
前
と
以
後
と
で
は
質

・
量
と
も
に
差
異
が

あ
る
。
特
に
五
世
紀
以
降
、
七
八

O
年
(
或
は
七
八
七
年
)
以
前
の
も
の
は
、

そ
の
濯
存
が
極
め
て
少
量
(
全
岨
胞
の
一
一
一
割
程
度
)
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、

中
央
政
府
の
諸
制
度
(
支
配
〉

・
諸
文
化
が
没
境
末
端
の
敦
燈
に
如
何
に
浸
透

し
た
か
巻
知
る
素
材
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
七
八
七
年
以
降
、

一

O
O二
年
頃
ま
で
の
も
の
は
、
中
原
と
隔
離
さ
れ
、
か
っ
外
族
に
と
り
固
ま
れ

て
、
ほ
ぼ
孤
立
し
に
敦
燥
が
、
唐
末

・
五
代

・
宋
初
の
愛
動
期
に
如
何
な
る
濁

自
の
設
展
を
と
げ
た
か
を
知
る
貴
重
な
史
料
ぞ
含
む
も
の
で
あ
る
。

本
報
告
は
、
敦
燥
文
献
の
分
岐
黙
に
位
置
す
る
七
八
七
年
(
或
は
七
八
一

年
)
を
中
心
に
、
そ
の
前
後
に
書
か
れ
た
文
献
に
つ
い
て
、
特
に
紀
年
を
表
記

す
る
文
献
ハ
特
に
潟
木
政

・
文
書
)
を
抽
出
し
、
そ
れ
ら
を
年
代
順
に
並
べ
て

そ
の
内
容
ぞ
検
討
す
る
。
そ
の
結
果
、
外
形
上
の
特
徴
と
し
て
、

ω書
潟
年
代

を
七
八
一
年
か
ら
七
八
七
年
ま
で
に
比
定
し
う
る
文
献
が
見
笛
ら
な
い
乙
と
、

ω吐
蕃
占
領
下
の
敦
爆
に
お
け
る
紀
年
の
表
記
は
干
支
或
は
十
二
支
を
も
っ
て

示
す
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
唐
朝
の
年
放
を
も
っ
た
若
干
の
文
献
が
存
在
す
る

乙
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。
乙
の
川
の
現
象
は
、
吐
蕃
が
敦
爆
を
攻
略
し
た
際

の
混
乱
期
に
は
潟
縦
や
諸
記
録
な
と
を
書
き
留
め
て
お
く
よ
う
な
欣
況
に
な
か

っ
た
ζ

と
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
に

ωの
唐
の
年
放
表
記
の
存
在
に
つ

い
て
は
、
四
百
該
文
献
と
紀
年
を
干
支
や
十
二
支
で
記
す
文
献
と
で
は
書
篤
時
に

お
け
る
記
官
同
級
件
(
寄
寓
人
の
立
場
や
魯
潟
し
た
時
限

・
場
所
な
ど
)
に
何
ら

か
の
遠
い
が
あ
っ

た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ζ

の
よ
う
な
推
考
を
前
提
と

す
る
と
き
、
敦
抽
出
が
吐
都
世
に
占
領
さ
れ
る
の
を
契
機
と
し
て
、
敦
燈
で
は
ト
ゥ

ル
フ
ァ
ン
や
甘
州
で
害
か
れ
に
例
数
の
論
疏
を
導
入
し
た
乙
と
な
ど
、

敦
爆
俳

教
界
に
お
け
る
数
謬
活
動
の
一
側
面
が
窺
知
さ
れ
る
。
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沈
玄
腫
の
死
|
一
九
二

0
年
代
末
の
中
園
農
村

問
題
を

め
ぐ
っ
て
!

野

津

堕 l
-""-

一
九
二
八
年
八
月
二
八
日、

沈
玄
廊

(定
一
)
は、

郷
里
の
術
江
省
新
山
鯨

街
前
村
で
、
乗
合
パ

ス
を
降
り
た
と
と
ろ
で
暗
殺
さ
れ
た
。
あ
る
茶
商
が
殺
し

屋
を
や
と
っ
て
殺
し
た
も
の
で
、
自
動
車
道
路
の
建
設
資
金
の
寄
付
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
と
、

茶
商
の
第
三
子
の
農
民
協
曾
の
組
織
に
か
ら
む
ト
ラ
ブ

ル
な
ど

が
原
因
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
翌
日
に
省
都
杭
州
で
は

多
く
の
デ
マ
が
流
さ
れ

て、

戒
厳
令
が
し
か
れ
、
そ
の
殿
重
な
乙
と
は
杭
州
で
は
空
前
の
も
の
と
い
わ

れ
た
。

個
人
的
な
怨
恨
に
よ
る
犯
行
と
も
思
え
る
事
件
が
、
何
故
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に

大
き
な
枇
禽
的
反
響
を
よ
ん
M
L
か
が
、
乙
乙
で
の
問
題
で
あ
る
。
二
つ
の
ケ
ー

ス
が
考
え
ら
れ
る
が
、
第

一
に
は
彼
が
祈
江
省
消
『
鉱
委
員
で
、
ま
に
瓶
、江
省
反

省
院
(
政
治
犯
拘
置
所
)
の
院
長
で
も
あ
っ
た
と
と
か
ら
、
中
共
の
動
き
が
問

題
に
な
り
え
た
乙
と
。
第
こ
に
は
彼
が
中
央
黛
部
農
民
運
動
委
員
、

お
よ
び
漸

江
省
集
部
特
仮
員
と
し
て
、

新
江
省
に
お
け
る
二
五
減
租
の
質
施
に
つ
と
め
、

謡
言
の
謎
い
る
と
ζ

ろ
と
な
っ
て
僻
職
し
、
郷
里
で
地
方
自
治
に
専
念
し
に
と

い
わ
れ
る
が
、

一
方
で
二
五
減
租
の
質
施
を
め
ぐ
っ
て
地
主
と
農
民
、
祈
江
省

政
府
と
省
議
部
の
封
立
が
激
化
し
て
い
た
乙
と
、
他
方
で
彼
の
死
後
一
年
で
特

異
な
地
方
自
治
の
試
み
は
解
健
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
と
な
ど
か
ら
、

南
京
政
権

の
漸
江
地
匡
に
お
け
る
基
盤
確
立
の
過
程
に
お
け
る
路
線
上
の
問
題
が
あ
り
え

た
乙
と
も
考
慮
さ
れ
よ
う
。
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